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今週のキーワード

AI実用化の光と影
医療・創薬AIの進展と導入課題、規制

17
件

記事数

4
カ国

対象国

0.802
C-index

がんOS予測

19.6
ms

OnデバイスAI

今週の全17記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 免疫原性予測基盤 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

自己教師ありマルチモーダル基盤モデル「ImmunoFo
undation」がTCR-pMHCデータ不足を克服し、免疫
原性予測・ペプチド最適化を革新。

#02 AI創薬プロセス革新 解説記事
●●○○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

AI/MLが創薬プロセス全段階を革新し、効率と精度を
大幅向上させる一方、データバイアスや解釈可能性が
課題。

#03 AI生体脅威対策規制 企業戦略
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●

OpenAIらがAIによる生物兵器開発リスクを懸念し、
合成DNA・RNA規制強化を米国議会に提言、バイオセ
キュリティ強化へ。

#04 乳がん予後予測AI 製品紹介
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

FDA承認済みAI「Artera AI Breast」がASCO 2026
で乳がん予後・化学療法効果予測の臨床的有用性を示
し、個別化治療を推進。

#05
AIエージェント導入課
題

市場危機
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

企業向けAIエージェント導入でROI未達が25%に。ガ
バナンス、IAM、セキュリティポリシーの欠如が課題
。

#06
オンコロジー基盤モデ
ル

学術論文
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

Tempus AIがオンコロジー向けマルチモーダル基盤モ
デルの初期成果を発表。OS予測でC-index
0.802を達成し、個別化がん医療に貢献。

#07 金融LLMベンチマーク 技術比較
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

金融LLMベンチマークでClaude Opus 4.8が最高精度
89.08%を達成。LLMの精度と効率の世代的改善が顕
著。

#08
がん仮想バイオマーカ
ー

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

組織学と空間分子プログラムを統合するAI「SQUALL
」が、がんの仮想バイオマーカープロファイリングと
予後予測を革新。

#09 LLMリーダーボード 技術比較
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

2026年LLMリーダーボードでLlama 4
Scoutが最速2600トークン/秒、GPT-5.3
Codexが最低遅延0.003秒を記録。

#10 Meta健康AI戦略 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

Metaが健康関連機能を強化したAIモデル「Muse Spa
rk」で差別化を図り、Facebook等消費者製品への統
合を計画。

#11 無線通信基盤モデル 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

基盤モデルが無線通信を物理層インテリジェンスから
ネットワーク自律性へ進化させ、マルチモーダルデー
タアラインメントとエージェント型RAGが鍵。

#12 LLM推論課題 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

LLMのマルチターン推論で内部状態逸脱「satisfiable
drift」問題がDRIFT-Benchで判明。対話型AIの信頼
性課題。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#13 OnデバイスAI高速化 技術紹介
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

Google AI EdgeがLiteRT
GPUアクセラレータでSamsung Galaxy
S24上のオンデバイスAIを19.6msの低遅延で実現。

#14 創薬AIの役割 解説記事
●●○○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

創薬AIは大規模データ解析で候補分子選別を加速し、
研究者の判断を補強。人間の直感を代替せず能力を増
幅。

#15 AI収益市場動向 市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○

AnthropicとOpenAIがAI収益市場を席巻。年間数百億
ドル規模に達するも、情報開示の非対称性が業界課題
。

#16 主要生成AIモデル進化 技術概観
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

Google Gemini 3.5 Flash/3.1 Pro、Anthropic
Claude Opus 4.8など主要生成AI基盤モデルが進化し
、マルチモーダル性能と安全性を強化。

#17 ASCOがん研究AI 学術論文
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

Tempus AIとRoswell ParkがASCO 2026でAIを用い
た膵臓がんHRDアルゴリズムや転移性RCC予後予測な
どのがん研究進展を発表。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ AI創薬のブレークスルーは、自社のR&D;戦略をどう変えるか？
免疫原性予測やがん予後予測におけるAIの進展は、新薬開発の効率と精度を劇的に向上させます。特に、データ不足を克
服する基盤モデルやマルチモーダルAIは、これまで困難だった領域での発見を加速。貴社のR&D;部門は、AIをどのよう
に統合し、新たな研究テーマやパートナーシップを構築すべきでしょうか？

❷ 企業向けAIエージェント導入の「落とし穴」を回避できるか？
AIエージェントの導入が進む一方で、25%の企業がROI目標を達成できていません。ガバナンス、IAM、セキュリティポ
リシーの欠如が主な原因と指摘されています。自社のAIエージェント導入計画は、これらの課題に適切に対処できていま
すか？無秩序なエージェント増殖「エージェントスプロール」のリスクをどう管理しますか？

❸ オンデバイスAIの高速化は、自社製品の競争優位性を高めるか？
Google AI EdgeのLiteRT GPUアクセラレータは、モバイルデバイス上でAIを19.6msの低遅延で実行可能にしました。
これにより、リアルタイム処理やプライバシー保護が強化されます。貴社の製品開発において、このオンデバイスAIの進
化をどのように取り込み、新たなユーザー体験や付加価値を創出できるでしょうか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

創薬AI医療AI
AIエージェント

LLM性能Onデバイス

生体脅威

LLM課題

無線通信

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 創薬AI 注意 新薬開発加速、R&D;効率化 競争激化、専門知識陳腐化

● 医療AI 機会大 診断精度向上、個別化医療 規制対応、データ連携

● AIエージェント 注意 業務自動化、生産性向上 ガバナンス、セキュリティ

● LLM性能 注意 高度な情報処理、新サービス モデル選定難化、コスト

● Onデバイス 機会大 エッジAI製品強化、プライバシー ハードウェア依存、開発コスト

● 生体脅威 脅威大 規制強化で安全確保 研究開発の制約、悪用リスク

● LLM課題 脅威大 信頼性向上への示唆 対話AIの信頼性低下
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● 無線通信 注意 通信効率化、ネットワーク自律 複雑化、セキュリティリスク
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深掘り ① ― 免疫原性予測のブレークスルー
#01 | 2026/05/28 | OpenReview | 技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●○○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●○○

研究者らは、TCR-pMHCデータ不足を克服する自己教師ありマルチモーダル基盤モデル「ImmunoFoundation」を発
表しました。ESM-2シーケンスエンコーダーとグラフトランスフォーマーをクロモーダルアテンションで統合し、配列
情報と構造情報の両方から学習。免疫原性、結合、TCR特異性タスクで高い転移学習能力を示し、個別化医療への貢献
が期待されます。

このモデルは、折りたたまれたタンパク質複合体に関する大規模データセットで事前学習されており、新薬開発やワク
チン設計における免疫原性予測の精度を大幅に向上させる可能性を秘めています。従来の単一モダリティモデルの限界
を打破し、複雑な生物学的相互作用の理解を深める画期的なアプローチです。

▶ 技術者の視点

ImmunoFoundationは、これまでデータ不足がボトルネックだった免疫原性予測において、マルチモー
ダル基盤モデルという新たなアプローチでブレークスルーをもたらす可能性を秘めています。提示され
た転移学習能力は有望ですが、実際の臨床環境での検証データはまだ初期段階であり、その汎用性と堅
牢性にはさらなる評価が必要です。特に、個別化医療への応用には、患者ごとの多様な遺伝的背景や免
疫応答への適応性が鍵となります。 【機会】日本の製薬・バイオベンチャーにとっては、新薬開発期間
の短縮や、個別化ワクチン・免疫療法の設計効率化に直結する技術です。共同研究やライセンス契約を
通じて、この基盤モデルを活用することで、グローバルな競争力を高めるチャンスがあります。 【脅威
】一方で、この種の基盤モデル開発は大規模なデータと計算資源を必要とし、日本国内での自社開発は
困難を伴います。海外の先行技術に依存する形となれば、技術的優位性を失うリスクがあります。また
、モデルの「ブラックボックス」性や、予測結果の解釈可能性も、臨床応用における課題となるでしょ
う。 次のアクションとして、日本のR&D;部門は、類似技術の動向を継続的にモニタリングし、海外の
先端研究機関との連携を模索すべきです。特に、自社が持つ特定の疾患領域のデータと組み合わせるこ
とで、モデルのカスタマイズや検証を進めることが重要です。

深掘り ② ― オンコロジーAIの臨床応用
#06 | 2026/05/29 | Business Wire | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●○

Tempus AIはASCO 2026で、オンコロジー向けマルチモーダル基盤モデルの初期成果を発表しました。250万件の縦
断的医療記録、45万枚のデジタル医療画像、50万件のゲノムシーケンスで学習したこのトランスフォーマーベースモ
デルは、ゼロショット設定で全生存期間（OS）予測においてC-index 0.802を達成しました。

この高い予測精度は、がん患者の個別化治療戦略の策定において医師を強力に支援する潜在力を持つことを示唆してい
ます。電子カルテ、画像、ゲノムといった多様なデータを統合的に解析することで、従来の単一モダリティモデルでは
捉えきれなかった複雑なパターンを識別し、より精密ながん特性理解を可能にします。
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▶ 技術者の視点

Tempus AIのオンコロジー向けマルチモーダル基盤モデルは、C-index 0.802という高いOS予測精度を
達成しており、これは臨床現場での実用化に向けて非常に有望な数値です。大規模なリアルワールドデ
ータで学習している点も信頼性を高めます。しかし、ゼロショット設定での結果であるため、特定の患
者集団やがん種における性能の安定性、および異なる医療システム間での汎用性については、さらなる
検証が必要です。 【機会】日本の製薬企業や医療機器メーカーにとっては、この種のAIモデルを導入す
ることで、臨床試験の効率化、コンパニオン診断薬の開発加速、そして個別化治療の提供における競争
優位性を確立する機会となります。特に、日本の豊富な医療データと組み合わせることで、アジア人特
有のがん特性に対応したモデル開発も可能になるでしょう。 【脅威】海外のAI企業が先行して大規模な
医療データセットを構築し、高性能モデルを開発している現状は、日本の医療AI分野における遅れを意
味します。データ連携やプライバシー保護の課題を克服し、迅速に追随しなければ、国際的な競争力を
失う可能性があります。また、モデルの解釈可能性や倫理的側面も、医療現場での導入には不可欠な要
素です。 【R&D;、経営企画】は、この種のマルチモーダル医療AIの動向を注視し、国内でのデータ連
携基盤構築や、倫理ガイドライン策定への積極的な関与を検討すべきです。また、Tempus
AIのような先行企業との技術提携も視野に入れるべきでしょう。
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深掘り ③ ― AIエージェント導入の現実的課題
#05 | 2026/05/28 | ITSM.tools 他 | 技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●○

2026年の調査によると、英国の大企業におけるAIエージェント導入の25%がROI目標を達成できていません。この課
題の背景には、エージェントの行動パターンに対応した専用のIDおよびアクセス管理（IAM）フレームワークの欠如や
、包括的なセキュリティポリシーの不足があります。

AIエージェントは自律的に多段階のワークフローを実行し、エンタープライズシステム間で相互作用するため、従来の
IAMでは対応しきれない「エージェントスプロール」やセキュリティリスクが増大します。企業はデータ準備、可観測
性、集中型エージェントレジストリの確立を通じて、これらの課題に対処する必要があります。

▶ 技術者の視点

AIエージェントの導入は、業務効率化の大きな機会を提供しますが、本記事が指摘するROI未達の課題
は、日本の製造業にとっても他人事ではありません。特に、自律性の高いAIエージェントが社内システ
ムにアクセスする際のIAMの不備やセキュリティリスクは、データ漏洩やシステム障害に直結する可能
性があります。25%というROI未達の数値は、技術導入だけでなく、運用・ガバナンス体制の重要性を
強く示唆しています。 【機会】適切なガバナンスとIAMを早期に確立できれば、AIエージェントの潜在
能力を最大限に引き出し、生産性向上やコスト削減を実現できます。これにより、競合他社に対する明
確な優位性を築くことが可能です。特に、バックオフィス業務やIT運用における自動化は、人手不足に
悩む日本企業にとって大きなメリットとなります。 【脅威】ガバナンスを怠れば、AIエージェントの無
秩序な増殖「エージェントスプロール」が発生し、管理不能な状態に陥るリスクがあります。これは、
セキュリティインシデントの温床となるだけでなく、予期せぬコスト増大や業務プロセスの混乱を招き
、結果としてAI導入の失敗に繋がります。また、AIエージェントの行動が不透明であると、監査やコン
プライアンス上の問題も発生しやすくなります。 【IT部門、経営企画】は、AIエージェント導入に際し
、既存のIAMシステムの見直しと、AIエージェント専用のガバナンスフレームワークの策定を急ぐべき
です。また、導入前に明確なROI目標と評価指標を設定し、継続的なモニタリング体制を構築すること
が不可欠です。

その他の注目記事
FDA承認済みAI「Artera AI Breast」、乳がん予後・化学療法効果予測の臨床的有用性を示す (The Pathologist)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

FDA承認済みのAIが乳がん治療の個別化を推進。日本の医療機器メーカーや製薬企業は、類似技術の導入や共同開発を
検討すべき。

無線通信、基盤モデルで物理層インテリジェンスからネットワーク自律性へと進化 (arXiv)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

6G時代に向けた無線通信のAI化は、日本の通信キャリアや機器メーカーにとって大きな機会。物理層からネットワーク
自律性まで、AI活用戦略が重要。

Google AI Edge、LiteRT GPUアクセラレータでSamsung Galaxy S24上のオンデバイスAIを19.6msの低遅延で実現 (Google AI Edge)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

オンデバイスAIの高速化は、スマートフォン以外のエッジデバイスにも波及。日本の部品メーカーやOEMは、低遅延AI
対応のハードウェア・ソフトウェア開発を加速すべき。

OpenAI、Anthropic、Microsoft CEOらが米国議会にAI生体脅威対策として合成DNA・RNA規制強化を提言 (Financial Express)
技術新規性●○○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●●

AIの悪用リスクに対する規制強化は、バイオテクノロジー分野の研究開発に影響。日本のバイオ・製薬企業は国際的な
規制動向を注視し、コンプライアンス体制を強化する必要がある。
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OpenAIとAnthropicがAI収益市場を席巻、情報開示の非対称性が業界課題に (PR Newswire)
技術新規性●○○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●●

AI市場の寡占化と情報開示の不透明性は、日本のAI導入企業にとってリスク。透明性の高いパートナー選定と、自社デ
ータ保護戦略が不可欠。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;】AI創薬・医療AI関連の最新学術論文（#01, #06,
#08）を精査し、自社研究テーマへの応用可能性を検討する。

• 【経営企画】AIエージェント導入のROI評価と、既存のガバナンス・IAM体制の現状分析に着手する（#05）。

• 【調達】主要AIベンダー（OpenAI, Anthropic,
Google等）の最新LLM性能、コスト、サービスレベルに関する情報を収集し、比較評価を行う（#07, #09,
#16）。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;】マルチモーダルAI技術（#01, #06, #08）が自社の材料開発、プロセス最適化、品質管理にどう応
用できるか、具体的なユースケースを検討し、PoC計画を立案する。

• 【IT部門】AIエージェントの安全な運用に向けた専用のIAMフレームワークとセキュリティポリシーの策定に着
手する（#05）。

• 【半導体PKG/EV設計】オンデバイスAIの高速化（#13）が、次世代製品（例：車載AI、スマートデバイス）の
性能向上にどう貢献するか、ハードウェア要件と開発ロードマップへの影響を検討する。

▍中長期（四半期〜）
• 【経営企画】AIの倫理、バイオセキュリティ、国際規制動向（#03）を継続的に注視し、自社の事業戦略およ
びリスク管理体制への影響を評価する。

• 【R&D;】AIを活用した新規材料探索、プロセス最適化、製品設計のロードマップを策定し、必要なデータ基盤
とAI人材育成計画を具体化する。

• 【全社】AI技術の社会実装における信頼性確保（#12）のため、AIモデルの透明性、説明可能性（XAI）に関す
る研究開発投資や外部連携を検討する。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-06-06



AI・機械学習 採用記事全文集
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収録記事一覧

#01 免疫原性予測・ペプチド最適化に新たなマルチモーダル基盤モデル「ImmunoFoundation」が
データ不足を克服

#02 AI/MLが創薬プロセス全体を革新：標的同定から臨床試験まで効率と精度を大幅向上

#03 OpenAI、Anthropic、Microsoft CEOらが米国議会にAI生体脅威対策として合成DNA・RNA規
制強化を提言

#04 FDA承認済みAI「Artera AI Breast」、ASCO 2026で乳がん予後・化学療法効果予測の臨床的
有用性を示す

#05 企業向けAIエージェント導入、ROI未達が25%に及ぶ中、適切なガバナンスとIAM構築が急務

#06 Tempus AI、250万件の縦断的医療記録で学習したオンコロジー向けマルチモーダル基盤モデル

が初期成果：OS予測でC-index 0.802を達成

#07 金融LLMベンチマークでClaude Opus 4.8が最高精度89.08%を達成

#08 組織学と空間分子プログラム統合AI「SQUALL」：がんの仮想バイオマーカープロファイリング
と予後予測を革新

#09 2026年LLMリーダーボード発表：Llama 4 Scoutが2600トークン/秒で最速を記録、GPT-5.3

Codexは最低遅延0.003秒

#10 Meta、健康関連機能を強化したAIモデルでOpenAIやAnthropicとの差別化を狙う：Muse Spark
を皮切りに消費者製品へ統合

#11 無線通信、基盤モデルで物理層インテリジェンスからネットワーク自律性へと進化：マルチモー
ダルデータアラインメントとエージェント型RAGフレームワークが鍵

#12 LLMのマルチターン推論に予期せぬ内部状態逸脱「satisfiable drift」問題がDRIFT-Benchで明
らかに

#13 Google AI Edge、LiteRT GPUアクセラレータでSamsung Galaxy S24上のオンデバイスAIを
19.6msの低遅延で実現

#14 創薬におけるAI：大規模データ解析で候補分子を迅速選別、研究者の判断を補強し時間短縮

#15 OpenAIとAnthropicがAI収益市場を席巻、Anthropicが年間300億ドルに迫る：情報開示の非対

称性が業界課題に

#16 主要生成AI基盤モデルの進化：Google Gemini 3.5 Flash、Gemini 3.1 Pro、Anthropic
Claude Opus 4.8が登場

#17 ASCO 2026でTempus AIとRoswell ParkがAIを用いたがん研究の進展を発表：膵臓がんHRDア
ルゴリズムや転移性RCC予後予測など



免疫原性予測・ペプチド最適化に新たなマルチモーダル基
盤モデル「ImmunoFoundation」がデータ不足を克服

概要

研究者らは、免疫原性予測とペプチド最適化のための自己教師ありマルチモーダル基
盤モデル「ImmunoFoundation」を発表しました。このモデルはESM-2シーケンスエン
コーダーとグラフトランスフォーマーをクロモーダルアテンションで統合し、TCR-

pMHCデータの不足を克服します。免疫原性、結合、TCR特異性タスクにおいて高い転
移学習能力を示し、個別化医療への貢献が期待されます。

公開日 2026年05月28日  OpenReview  アメリカ



詳細

主要成果

研究者らは、免疫原性予測とペプチド最適化を革新する自己教師ありマルチモーダル基
盤モデル「ImmunoFoundation」を開発しました。この画期的なモデルは、TCR-pMHC
（T細胞受容体-主要組織適合性複合体結合ペプチド）結合データという、これまでラベ
ル付きデータが非常に不足していた領域の課題を克服することを目指しています。
ImmunoFoundationは、既存のESM-2シーケンスエンコーダーとグラフトランスフォー
マーをクロモーダルアテンションメカニズムを通じて統合することで、配列情報と構造
情報の両方から学習する能力を持っています。

技術・臨床詳細

ImmunoFoundationのコア技術は、折りたたまれたタンパク質複合体に関する大規模な
データセットで事前学習されたことにあります。この事前学習により、モデルは免疫原
性、TCR結合、およびTCR特異性といった複数のダウンストリームタスクにおいて、高
い転移学習能力を発揮します。ESM-2シーケンスエンコーダーはアミノ酸配列から豊富
な特徴量を抽出し、グラフトランスフォーマーはペプチド-MHC複合体の三次元構造的
相互作用を捉えます。クロモーダルアテンションは、これら異種のデータモダリティ間
の関連性を効果的に学習することを可能にし、より包括的かつ正確な予測を実現しま
す。

背景・業界文脈

免疫原性の予測は、新薬開発、ワクチン設計、および個別化医療において極めて重要な
ステップです。しかし、高精度な予測を可能にするための大規模なラベル付きTCR-

pMHCデータセットの不足が長年の課題となっていました。従来のモデルはしばしば単
一のデータモダリティに限定されるか、十分な汎化能力を持たないという制約がありま
した。ImmunoFoundationは、自己教師あり学習とマルチモーダルアプローチを組み合
わせることで、このデータ不足のボトルネックを打破し、従来の手法では困難だったタ
スクにおいて顕著な性能向上を達成しています。



今後の展望

ImmunoFoundationの登場は、免疫学研究および臨床応用に大きな影響を与える可能性
があります。特に、個別化ワクチンや免疫療法の開発において、患者ごとの特異的な免
疫応答をより正確に予測し、最適なペプチド抗原を設計するための強力なツールとなる
でしょう。また、T細胞媒介性疾患や自己免疫疾患の理解を深める上でも貢献が期待さ
れます。今後、さらなるデータセットでの検証や実環境での評価を通じて、その汎用性
と臨床的価値が確立されていくことが望まれます。

元記事: https://openreview.net/forum?

id=9RKfXWSQme&referrer=%5Bthe%20profile%20of%20Smita%20Krishnaswamy%5D(%2Fprofile%3Fid%3D~

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://openreview.net/forum?id=9RKfXWSQme&referrer=%5Bthe%20profile%20of%20Smita%20Krishnaswamy%5D(%2Fprofile%3Fid%3D~Smita_Krishnaswamy1)
https://openreview.net/forum?id=9RKfXWSQme&referrer=%5Bthe%20profile%20of%20Smita%20Krishnaswamy%5D(%2Fprofile%3Fid%3D~Smita_Krishnaswamy1)


AI/MLが創薬プロセス全体を革新：標的同定から臨床試験
まで効率と精度を大幅向上

概要

最新のレビューによると、AI/機械学習は創薬パイプラインの全ての段階、すなわち標
的同定から臨床試験に至るまでを革新しています。表現学習やグラフベースモデリン
グといった手法を活用し、オミクスデータや化学構造など多様なデータモダリティを

統合することで、計算モデル設計が高度化しています。これにより、リード化合物の
探索・最適化が加速し、開発期間とコストの削減に貢献する一方、データバイアスや
モデル解釈可能性といった課題への対応も重要です。

公開日 2026年06月02日  PubMed Central (Preprints経由)  国際



詳細

主要成果

最近発表された包括的なレビュー論文によると、人工知能（AI）と機械学習（ML）技
術は、創薬パイプライン全体にわたる変革的な影響を与え、ターゲット同定から臨床試
験に至る各段階で効率と精度を大幅に向上させています。特に、表現学習やグラフベー
スモデリングといった先進的な手法が、オミクスデータや化学構造といった多様なデー
タモダリティを統合することで、計算モデル設計の新たなパラダイムを形成していま
す。

技術・臨床詳細

AI/MLは、創薬の初期段階であるターゲット同定において、遺伝子発現、タンパク質相
互作用、疾患関連性などの膨大なデータから有望な標的を迅速に特定します。リード化
合物の探索と最適化では、仮想スクリーニング、分子設計、ADMET（吸収、分布、代
謝、排泄、毒性）予測に活用され、実験的検証の数を大幅に削減します。前臨床試験で
は、動物モデルの選択やデータ解析の効率化に貢献し、臨床試験の設計・実施・結果解
析においても、患者層別化、バイオマーカー特定、副作用予測など多岐にわたる応用が
期待されています。これらの技術は、創薬プロセス全体を加速し、新薬の市場投入まで
の期間と開発コストを劇的に削減する可能性を秘めています。

背景・業界文脈

従来の創薬プロセスは、時間とコストがかかり、成功率が低いという課題を抱えていま
した。新しい薬剤候補の発見から承認までには平均10年以上、10億ドル以上のコストが
かかり、成功率はわずか10%未満とされています。AI/MLは、このボトルネックを解消
するために、大規模な生物医学データ（ゲノム、プロテオーム、リガンド情報、電子カ
ルテなど）から複雑なパターンを抽出し、人間には不可能な速度と規模で仮説を生成・
検証する能力を提供します。しかし、データバイアス、モデルの予測性能とメカニズム
的解釈可能性の間のトレードオフ、倫理的な考慮事項といった課題への対処も、AI創薬
の成功には不可欠です。



今後の展望

AI/MLの創薬への応用はまだ初期段階にありますが、その潜在的な影響は計り知れませ
ん。これらの技術が成熟し、より広範に導入されることで、より安全で効果的な治療薬
を、より迅速かつ低コストで患者に届けることが可能になるでしょう。将来的には、AI

が完全に自律的な創薬サイクルを駆動し、疾患の複雑性をより深く理解することで、こ
れまで治療が困難だった疾患に対する新たなブレイクスルーをもたらすことが期待され
ます。データガバナンスとモデルの信頼性確保が、今後の発展の鍵となります。

元記事: https://www.preprints.org/manuscript/202606.0091

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.preprints.org/manuscript/202606.0091


OpenAI、Anthropic、Microsoft CEOらが米国議会にAI生
体脅威対策として合成DNA・RNA規制強化を提言

概要

OpenAI、Anthropic、Microsoft AIのCEOらが50名以上の署名者と共に、米国議会に対
し、AIによる生体脅威に対処するため合成DNA・RNAの取り扱いに関するより厳格な
法規制の導入を強く求めました。彼らは、AIシステムの急速な進歩が生物兵器開発に

おける知識障壁を侵食する可能性を強調。合成核酸の注文や関連機器の厳格なスクリ
ーニング義務化を要請しています。

公開日 2026年06月04日  Financial Express  アメリカ



詳細

主要成果

OpenAI、Anthropic、Microsoft AIの各CEOを含む50名以上の業界リーダーが、米国議会
に対し、AI技術がもたらす生物学的脅威に対処するため、合成DNAおよびRNAの取り扱
いに関する規制を大幅に強化するよう共同で提言しました。この提言は、AIシステムの
急速な進歩が、生物兵器開発に必要な専門知識の障壁を低下させ、悪意のある利用のリ
スクを高める可能性について深刻な懸念を表明するものです。

技術・臨床詳細

提言では、合成核酸の注文に対する義務的なスクリーニングと、関連する生物学的機器
の厳格な監視を求めています。これは、AIが新たな病原体の設計や既存の病原体の強化
に利用される可能性が高まっている現状に対応するための措置です。AIは、生物学的デ
ータ分析、分子設計、実験計画の最適化を自動化する能力を持っており、これが生物兵
器の研究開発を加速させる潜在的なリスクをはらんでいます。規制の強化は、これらの
技術が悪用される経路を遮断し、グローバルなバイオセキュリティを確保することを目
的としています。

背景・業界文脈

AIの進化は、創薬や医療診断など多くのポジティブな応用を可能にする一方で、デュア
ルユース技術としての側面も持ち合わせています。特にバイオテクノロジー分野におけ
るAIの進展は、高度な生物学的知識を持たない個人やグループが、危険な生物学的製剤
を開発する能力を得る可能性を現実のものとしつつあります。このような背景から、AI

開発の最前線に立つ企業が自ら規制の必要性を訴えることで、技術の責任ある発展と悪
用防止の重要性を社会に強くアピールしています。



今後の展望

この提言が議会で採択されれば、合成生物学の研究および商業活動におけるコンプライ
アンス要件が大幅に強化されることになります。これは、バイオテック企業や研究機関
にとって新たな運用上の課題をもたらす可能性がありますが、同時に、AIと生物学の融
合がもたらす倫理的および安全保障上のリスクに対する社会全体の意識を高めることに
もつながります。国際的な協調と、技術開発と規制のバランスを慎重に図ることが、将
来のバイオ脅威から人類を守る上で不可欠となります。

元記事: https://www.mitsloanme.com/article/openai-anthropic-microsoft-ceos-call-for-stricter-laws-

against-ai-biothreats

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mitsloanme.com/article/openai-anthropic-microsoft-ceos-call-for-stricter-laws-against-ai-biothreats
https://www.mitsloanme.com/article/openai-anthropic-microsoft-ceos-call-for-stricter-laws-against-ai-biothreats


FDA承認済みAI「Artera AI Breast」、ASCO 2026で乳が
ん予後・化学療法効果予測の臨床的有用性を示す

概要

ASCO 2026で、FDA承認済みのマルチモーダルAIモデル「Artera AI Breast」が、閉経後
リンパ節転移陽性ホルモン受容体陽性乳がん患者の予後および化学療法効果予測にお
ける有用性を示す研究結果が発表されました。SWOG 8814試験データを用いた評価で

は、H&E病理画像と臨床変数を組み合わせることで患者レベルのリスクスコアを生
成。他のコホートでも予後予測と化学療法効果予測の妥当性が確認されています。

公開日 2026年06月03日  The Pathologist  アメリカ



詳細

主要成果

2026年のASCO（米国臨床腫瘍学会）年次総会において、FDA承認済みのマルチモーダ
ル人工知能モデル「Artera AI Breast」が、閉経後のリンパ節転移陽性、ホルモン受容体
陽性乳がん女性患者の予後予測と化学療法効果予測において臨床的に有用であることを
示す研究結果が発表されました。この研究は、SWOG 8814試験のデータを用いてモデ
ルの性能を評価し、その高い予測精度と実用性を示しています。

技術・臨床詳細

Artera AI Breastは、ヘマトキシリン・エオジン（H&E）染色された全スライド画像と、
患者の年齢や腫瘍グレードなどの臨床変数を組み合わせるマルチモーダルAIアプローチ
を採用しています。このモデルは、これらの多様なデータソースから学習し、個々の患
者に特化したリスクスコアを生成します。SWOG 8814試験という大規模な臨床試験デ
ータを用いた評価において、Artera AI Breastは優れた予後予測能力を示し、どの患者が
化学療法から最も恩恵を受けるかを特定する上で役立つことが示唆されました。さら
に、このモデルの予測能力は、他の独立したコホートでも検証されており、その堅牢性
と汎用性が裏付けられています。

背景・業界文脈

乳がんは女性にとって最も一般的ながんの一つであり、適切な治療選択は患者の生存率
と生活の質に大きく影響します。特に、閉経後のリンパ節転移陽性ホルモン受容体陽性
乳がん患者は、治療法の選択肢が多く、個々の患者に最適な治療を見極めることが重要
です。従来の予後予測ツールや治療効果予測モデルは、しばしば限定的なデータに基づ
いていたため、精度に限界がありました。Artera AI Breastは、FDAの承認を受けている
ことから、その安全性と有効性が規制当局によって評価されている点が特筆されます。
これにより、臨床現場での導入が加速し、医師の意思決定を支援する強力なツールとな
ることが期待されます。



今後の展望

Artera AI BreastのようなAIツールの導入は、乳がん治療の個別化をさらに推進します。
医師はより正確な情報に基づいて、化学療法の有無や強度といった治療戦略を最適化で
きるようになり、不要な治療による副作用を避け、患者にとって最も効果的なアプロー
チを選択できる可能性が高まります。将来的には、このようなAIモデルが、様々な種類
のがんや他の疾患においても、診断、予後予測、治療選択を支援する標準ツールとなる
ことが期待されます。これにより、患者アウトカムの改善と医療コストの最適化に貢献
するでしょう。継続的な臨床検証と実世界データでの評価を通じて、AIの臨床的価値は
さらに高まっていくと見られます。

元記事: https://www.thepathologist.com/issues/2026/articles/june/asco-2026-fda-cleared-ai-put-to-the-

test/

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.thepathologist.com/issues/2026/articles/june/asco-2026-fda-cleared-ai-put-to-the-test/
https://www.thepathologist.com/issues/2026/articles/june/asco-2026-fda-cleared-ai-put-to-the-test/


企業向けAIエージェント導入、ROI未達が25%に及ぶ中、
適切なガバナンスとIAM構築が急務

概要

2026年の調査によると、英国の大企業におけるAIエージェント導入の25%がROI目標を
達成できていないことが判明しました。この課題の背景には、エージェントの行動パ
ターンに対応した専用のIDおよびアクセス管理（IAM）フレームワークの欠如や、包

括的なセキュリティポリシーの不足があります。企業は「エージェントスプロール」
を回避し、データ準備、可観測性、集中型エージェントレジストリの確立を通じて、
AIエージェントの本格的な活用を推進する必要があります。

公開日 2026年05月28日  ITSM.tools 他  イギリス



詳細

主要成果

2026年に発表された新たな調査結果によると、英国の大企業においてAIエージェントの
導入が進む一方で、その25%が投資収益率（ROI）の期待に応えられていないことが明
らかになりました。この主要な失敗要因として、非人間型であるAIエージェントの独特
な行動パターンに対応できる、目的に特化したIDおよびアクセス管理（IAM）フレーム
ワークの欠如が挙げられています。また、AIエージェントの展開に関する包括的なセキ
ュリティポリシーを策定している企業はわずか27%に過ぎず、このセキュリティの脆弱
性もROI未達の一因となっています。

技術・臨床詳細

AIエージェントは、限られた人間の介入で多段階のワークフローを実行し、エンタープ
ライズシステム間で相互作用するように設計されたAI搭載ソフトウェアシステムです。
現在の導入率は17%ですが、60%以上の組織が2年以内の導入を期待しており、市場は
急速に拡大すると予測されています（2034年までに2513.8億ドル）。しかし、この成長
には「エージェントスプロール」（無秩序なエージェントの増殖）や、AIエージェント
のデータアクセス、意思決定プロセス、責任範囲を管理するガバナンスの課題が伴いま
す。従来のIAMシステムでは、人間主導のAIアシスタントから、目標主導の半自律型AI

エージェントへのシフトに対応しきれていません。企業は、データレディネス、可観測
性の成熟度、および集中型エージェントレジストリの構築を通じて、これらの課題に対
処する必要があります。

背景・業界文脈

AIエージェントは、顧客サービス、バックオフィス業務、IT運用など、多様なビジネス
機能で自動化と効率化の可能性を秘めています。しかし、その自律性の高さゆえに、不
正アクセス、データ漏洩、意図しない行動、倫理的問題などのリスクも増大します。特
に、学習能力を持つエージェントは、単純なリフレックスエージェントよりも複雑なガ
バナンスを必要とします。このような背景から、企業はAIエージェントの導入を単なる
技術導入としてではなく、組織全体の変革とリスク管理の観点からアプローチすること
が不可欠となっています。



今後の展望

AIエージェントの市場は今後も拡大し続けると予想されますが、成功のためには技術的
側面だけでなく、運用、ガバナンス、セキュリティ、倫理といった多角的な戦略が求め
られます。企業は、AIエージェントの展開を始める前に、明確な目的、堅牢なセキュリ
ティフレームワーク、そしてエージェントの行動を監視・制御する能力を確立すること
が重要です。これにより、AIエージェントの潜在能力を最大限に引き出し、期待される
ROIを達成しつつ、リスクを最小限に抑えることが可能になります。AIエージェント開
発企業は、生産環境に対応した堅牢なソリューションと、ガバナンス・ワークフローオ
ーケストレーションの専門知識を提供することで、この市場のニーズに応える必要があ
ります。

元記事: https://itsm.tools/ai-agent-deployment/

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://itsm.tools/ai-agent-deployment/


Tempus AI、250万件の縦断的医療記録で学習したオンコ
ロジー向けマルチモーダル基盤モデルが初期成果：OS予
測でC-index 0.802を達成

概要

Tempus AIはASCO 2026にて、オンコロジー領域の知見生成に向けたマルチモーダル基

盤モデルの初期成果を発表しました。この最新のトランスフォーマーベースモデル
は、250万件の縦断的記録、45万枚のデジタル医療画像、50万件のゲノムシーケンス
で学習。ゼロショット設定で全生存期間（OS）予測においてC-index 0.802、生存層別

化でハザード比4.536を達成し、個別化がん医療の進展に貢献する可能性を示しまし
た。

公開日 2026年05月29日  Business Wire  アメリカ



詳細

主要成果

Tempus AIは、2026年のASCO（米国臨床腫瘍学会）年次総会において、オンコロジー
領域における新規かつスケーラブルな知見生成を目的としたマルチモーダル基盤モデル
の初期成果を発表しました。この最新のトランスフォーマーベースモデルは、250万件
に及ぶ縦断的な医療記録、45万枚のデジタル化された医療画像、そして50万件のゲノム
シーケンスという、膨大かつ多様なデータセットを用いて学習されました。特筆すべき
は、ゼロショット設定（学習時に見ていないデータに対する予測）において、全生存期
間（OS）予測でC-index 0.802という高い精度を達成し、生存層別化ではハザード比
4.536を記録した点です。

技術・臨床詳細

この基盤モデルは、トランスフォーマーアーキテクチャをベースにしており、異なるモ
ダリティ（電子カルテ、画像、ゲノム）のデータを統合的に解析する能力を持っていま
す。従来の単一モダリティモデルでは捉えきれなかった、患者の包括的な状態を示す複
雑なパターンを識別することが可能です。C-index 0.802という数値は、OS予測モデル
の識別能力が非常に高いことを示しており、ハザード比4.536は、モデルによって高リ
スク群と分類された患者が低リスク群と比較して死亡リスクが4.5倍以上高いことを意
味します。これらの結果は、AIが個別化されたがん治療戦略の策定において、医師を強
力に支援する潜在力を持つことを示唆しています。

背景・業界文脈

がん治療は、患者の遺伝的背景、腫瘍の特徴、治療歴など、多岐にわたる因子を考慮す
る個別化医療へと進化しています。しかし、これらの膨大な医療データを統合的に解析
し、臨床的な意思決定に役立つ知見を抽出することは、人間にとっては極めて困難でし
た。Tempus AIのマルチモーダル基盤モデルは、このような課題を克服するために、大
規模なリアルワールドデータを用いて学習することで、従来のアプローチでは不可能だ
ったレベルでの精密ながん特性理解を可能にします。これにより、より正確な予後予測
や最適な治療選択、ひいては新規バイオマーカーの発見に繋がることが期待されます。



今後の展望

Tempus AIのこの初期成果は、オンコロジーにおけるAI応用のフロンティアを大きく広
げるものです。医師は、このモデルが生成する詳細な知見を基に、より精度の高い予後
評価を行い、患者ごとにカスタマイズされた治療計画を立てることが可能になります。
将来的には、この技術が早期診断、治療効果モニタリング、および創薬ターゲットの発
見にまで応用されることで、がん医療全体のパラダイムシフトを促進するでしょう。継
続的なモデルの改善とさらなる臨床的検証を通じて、患者の生存期間延長と生活の質の
向上に大きく貢献することが期待されます。

元記事: https://www.businesswire.com/news/home/20260529085034/en/Tempus-Announces-Initial-

Results-from-its-Multimodal-Foundation-Model-Efforts-for-Novel-and-Scalable-Insight-Generation-in-

Oncology

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.businesswire.com/news/home/20260529085034/en/Tempus-Announces-Initial-Results-from-its-Multimodal-Foundation-Model-Efforts-for-Novel-and-Scalable-Insight-Generation-in-Oncology
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https://www.businesswire.com/news/home/20260529085034/en/Tempus-Announces-Initial-Results-from-its-Multimodal-Foundation-Model-Efforts-for-Novel-and-Scalable-Insight-Generation-in-Oncology


金融LLMベンチマークでClaude Opus 4.8が最高精度
89.08%を達成

概要

金融分野の複雑な推論タスクを評価する40以上のLLMベンチマークで、Anthropicの
Claude Opus 4.8が89.08%という最高精度を達成しました。GoogleのGemini 3.5 Flash

も強力な性能を示し、Gemini 3.1 Pro Previewは前世代比35%少ないトークンで86.55%

の精度を達成。この結果は、LLMの精度と効率における世代的改善を浮き彫りにして
います。

公開日 2026年06月02日  AIMultiple  アメリカ



詳細

主要成果

2026年6月2日に更新された、金融分野に特化した40以上の大規模言語モデル（LLM）の
ベンチマークにおいて、Anthropic社のClaude Opus 4.8が、複雑な金融推論タスクで
89.08%という最高精度を達成しました。この結果は、金融市場におけるAIの意思決定支
援能力が大きく進歩していることを示しています。また、GoogleのGemini 3.5 Flashも
非常に高い性能を発揮し、Gemini 3.1 Pro Previewは、前世代モデルと比較して35%少な
いトークン量で86.55%の精度を達成するなど、効率性の面でも顕著な改善が見られまし
た。

技術・臨床詳細

このベンチマークは、金融業界特有の複雑なデータ分析、市場トレンド予測、リスク評
価、規制遵守に関する推論タスクなど、多岐にわたるシナリオでLLMの能力を評価して
います。Claude Opus 4.8の突出した精度は、高度なコンテキスト理解と推論能力が金融
ドメインにおいて特に有効であることを示唆しています。Gemini 3.1 Pro Previewの効率
性向上は、より少ない計算資源で同等の性能を達成できることを意味し、コスト効率と
スケーラビリティが重視されるエンタープライズ環境において非常に重要です。これら
のモデルは、膨大な金融データセットで学習されており、その知識ベースと推論メカニ
ズムが、高精度な金融インサイト生成に貢献しています。

背景・業界文脈

金融業界は、市場の変動性、膨大なデータ量、厳格な規制環境といった特有の課題を抱
えています。LLMは、これらの課題に対し、市場分析の自動化、顧客対応の高度化、不
正検知、コンプライアンス監視など、多方面で革新的なソリューションを提供する可能
性を秘めています。従来、金融アナリストが行っていた複雑なデータ解釈やレポート作
成といった業務は、LLMの登場により大幅に効率化されつつあります。今回のベンチマ
ーク結果は、特に金融の専門知識が求められる領域で、最先端のLLMが人間レベル、あ
るいはそれを超える精度で機能し始めていることを明確に示しており、金融機関の競争
力に直結する重要な進歩と言えます。



今後の展望

Claude Opus 4.8やGeminiシリーズのような高性能LLMの登場は、金融業界におけるAI活
用の新たな時代を切り開きます。これらのモデルは、トレーディング戦略の最適化、ポ
ートフォリオ管理の自動化、リスクモデルの強化、パーソナライズされた金融アドバイ
スの提供など、幅広い応用分野で革新をもたらすでしょう。しかし、AIモデルの「ブラ
ックボックス」性や、その判断の根拠の透明性を確保することは、金融規制の観点から
引き続き重要な課題となります。今後は、技術的性能の追求に加え、説明可能性
（XAI）や倫理的AI開発が、金融分野におけるLLMのさらなる普及と信頼性向上の鍵と
なるでしょう。

元記事: https://aimultiple.com/finance-llm

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://aimultiple.com/finance-llm


組織学と空間分子プログラム統合AI「SQUALL」：がんの
仮想バイオマーカープロファイリングと予後予測を革新

概要

研究者らは、組織学と空間分子プログラムを統合するマルチモーダル基盤モデル
「SQUALL」を開発しました。これは、分子コンテキストなしに限定的であった病理組
織診断のメカニズム的解釈を深めることを目的としています。SQUALLは17.6億個の組

織・空間トランスクリプトミクススポットからなる大規模コーパス「histMol」で事前
学習され、トランスクリプトーム全体の仮想バイオマーカープロファイリングを可能
にし、がんの予後予測を大幅に改善します。

公開日 2026年06月04日  bioRxiv  国際



詳細

主要成果

研究者らは、組織学画像データと空間分子プログラムを統合する画期的なマルチモーダ
ル基盤モデル「SQUALL」を開発しました。このモデルは、これまで分子コンテキスト
なしにはメカニズム的解釈が限定的であった病理組織学的評価に、深遠な洞察をもたら
すことを目的としています。SQUALLは、17.6億個のペアになった組織病理学的画像と
空間トランスクリプトミクススポットから構成される、史上最大規模のコーパス
「histMol」で事前学習されており、その結果としてトランスクリプトーム全体にわた
る仮想バイオマーカープロファイリングを可能にし、がんの予後予測を著しく改善する
能力を示しました。

技術・臨床詳細

SQUALLの革新性は、異なる情報源である組織形態情報と遺伝子発現情報をシームレス
に結びつける点にあります。病理医は組織スライドの形態を観察して診断を行います
が、細胞レベルでの分子動態は直接的に把握できませんでした。SQUALLは、ディープ
ラーニングとトランスフォーマーアーキテクチャを駆使し、histMolデータセットから
複雑な空間的・分子的なパターンを学習します。これにより、特定の組織形態がどのよ
うな遺伝子発現プロファイルと関連しているかを高精度で予測できるようになります。
その結果、従来は侵襲的な生体検査でしか得られなかった分子情報を、病理画像から
「仮想的に」プロファイリングすることが可能となり、がんの診断精度向上、治療標的
の特定、そして個別化された予後予測に貢献します。

背景・業界文脈

従来の病理組織診断は、医師の専門知識と経験に大きく依存していましたが、主観性が
介在する余地や、分子生物学的な詳細情報が欠如するという限界がありました。次世代
シーケンシング技術の進展により空間トランスクリプトミクスデータが利用可能になり
ましたが、これを病理画像と統合して臨床応用することは大きな課題でした。SQUALL

は、この情報ギャップを埋めるものであり、分子病理学とデジタル病理学の融合を加速
させます。このようなマルチモーダルAIの登場は、がん研究だけでなく、炎症性疾患や
神経変性疾患など、幅広い疾患の診断と治療戦略にパラダイムシフトをもたらす可能性
を秘めています。



今後の展望

SQUALLのようなマルチモーダル基盤モデルは、個別化医療の実現に向けて極めて重要
な役割を果たすでしょう。医師は、より詳細な分子レベルの情報に基づいて、患者一人
ひとりに最適な治療法を選択できるようになります。これにより、不必要な治療の回避
や治療効果の最大化が期待されます。今後、SQUALLはさらなる大規模データセットで
の検証と、多種多様ながん種における臨床的有用性の評価が求められます。また、製薬
企業にとっては、新たなドラッグターゲットの発見や、コンパニオン診断薬の開発を加
速させるツールとしても活用されることが期待され、医療イノベーションの新たな時代
を牽引する可能性を秘めています。

元記事: https://www.biorxiv.org/content/10.64898/2026.06.01.729028v1

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.biorxiv.org/content/10.64898/2026.06.01.729028v1


2026年LLMリーダーボード発表：Llama 4 Scoutが2600ト
ークン/秒で最速を記録、GPT-5.3 Codexは最低遅延0.003
秒

概要

2024年4月以降のデータで更新されたLLMリーダーボードが発表され、Llama 4 Scout

が2600トークン/秒で最速モデルとして、GPT-5.3 Codexが0.003秒で最低遅延モデルと
してそれぞれトップに輝きました。Nova Microは100万トークンあたり最も安価なモ
デルと評価されています。このベンチマークは、推論速度、レイテンシー、コスト効

率など、AIモデル選定の主要な指標を明確に示しています。

公開日 2026年05月29日  Vellum  アメリカ



詳細

主要成果

LLMリーダーボードが2024年4月以降の最新データに基づいて更新され、人工知能モデ
ルの性能における新たなベンチマークが確立されました。今回発表された結果による
と、Llama 4 Scoutが2600トークン/秒という驚異的な速度で最速モデルの地位を獲得
し、一方、GPT-5.3 Codexは0.003秒という極めて低い遅延でトップに躍り出ました。さ
らに、Nova Microは100万トークンあたりのコストが最も安価なモデルとして、コスト
効率の高さで注目を集めています。これらのデータは、AIモデルの選定において速度、
遅延、コスト効率が重要な指標となることを明確に示しています。

技術・臨床詳細

Vellumが発表したこのLLMリーダーボードは、GPT、Claude、Geminiといった主要なAI

モデルを、推論、コーディング、数学、多言語タスクといった多様な側面で比較評価し
ています。各モデルの速度は1秒あたりに生成できるトークン数で、遅延はリクエスト
から最初の応答までの時間で測定されます。Llama 4 Scoutの高速性は、リアルタイム性
が求められるアプリケーション、例えば対話型AIや高速データ処理において大きな優位
性をもたらします。GPT-5.3 Codexの低遅延は、即時応答が必要なユーザーインターフ
ェースやミッションクリティカルなシステムにとって不可欠です。Nova Microの低コス
トは、大規模なテキスト生成やデータ処理を予算内で実行したい企業にとって魅力的な
選択肢となります。

背景・業界文脈

大規模言語モデルの進化は目覚ましく、その応用範囲は日々拡大しています。企業や開
発者は、特定の要件に合わせて最適なモデルを選択する必要がありますが、そのための
客観的な性能指標が不可欠です。このリーダーボードは、モデル選択の透明性を高め、
各モデルの強みと弱みを明確にすることで、より効果的なAIソリューションの開発を支
援します。特に、推論速度、遅延、コストは、クラウドベースのAIサービスを利用する
際の運用コストやユーザーエクスペリエンスに直接影響するため、ビジネスにとって極
めて重要な要素となります。



今後の展望

AIモデルの性能競争は激化しており、速度、効率、コストの各面でさらなる改善が期待
されます。Llama 4 Scoutのような高速モデルは、生成AIの新たなユースケースを切り開
き、GPT-5.3 Codexのような低遅延モデルは、より没入感のあるリアルタイム対話シス
テムを可能にするでしょう。また、Nova Microのようなコスト効率の高いモデルは、よ
り広範な企業がAI技術を導入し、その恩恵を受けるための障壁を下げることに貢献しま
す。今後も定期的なベンチマークの更新を通じて、AI技術の進歩が客観的に示され、イ
ノベーションが加速していくことでしょう。企業はこれらの情報を活用し、自社のビジ
ネスに最適なAI戦略を継続的に見直す必要があります。

元記事: https://www.vellum.ai/llm-leaderboard

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.vellum.ai/llm-leaderboard


Meta、健康関連機能を強化したAIモデルでOpenAIや
Anthropicとの差別化を狙う：Muse Sparkを皮切りに消
費者製品へ統合

概要

MetaのチーフAIオフィサー、Alexandr Wang氏は、同社の将来のAIモデルが健康関連

機能を通じて競合他社との差別化を図ると発表しました。4月にリリースされたMuse

Sparkモデルは、健康分野で有望な性能を示しており、Metaはこれらの機能を
Facebook、Instagram、WhatsAppといった消費者向け製品に統合する計画です。この

戦略は、AI市場における新たな競争軸を確立するものです。

公開日 2026年06月05日  Times of India  インド



詳細

主要成果

MetaのチーフAIオフィサーであるAlexandr Wang氏は、同社のAIモデルが、OpenAIや
Anthropicといった競合他社と差別化を図る主要な手段として、健康関連機能を強化し
ていく方針を明らかにしました。この戦略は、AIのコモディティ化が進む中で、Metaが
独自の価値提案を確立し、広範な消費者ベースに直接的な利益をもたらすことを目的と
しています。2026年4月にリリースされたMetaのMuse Sparkモデルは、既に健康分野で
有望な初期性能を示しています。

技術・臨床詳細

Metaは、Muse Sparkモデルを皮切りに、将来のAIモデルに診断支援、健康アドバイ
ス、フィットネス追跡、メンタルヘルスサポートなど、多岐にわたる健康関連機能を統
合する計画です。これらの機能は、Metaが保有するFacebook、Instagram、WhatsApp
といった世界有数の消費者向けプラットフォームにシームレスに組み込まれる予定で
す。これにより、ユーザーは日常的に利用するアプリケーションを通じて、パーソナラ
イズされた健康管理や予防医療に関する情報にアクセスできるようになります。技術的
には、大規模な医療データセットと最先端のマルチモーダルAI技術を組み合わせること
で、精度の高い健康関連インサイトを提供することを目指しています。

背景・業界文脈

大規模言語モデル（LLM）市場は競争が激化しており、各社は自社のモデルが提供でき
るユニークな価値を模索しています。Metaは、生成AIの最前線にあるClaudeやChatGPT

のようなフロンティアモデルと同等のTierにまだ達していないと認識しつつも、自社の
強みである膨大なユーザーベースと、ライフスタイルに密着したプラットフォームを活
かす戦略を選択しました。健康分野は、データプライバシーや規制上の課題は大きいも
のの、消費者にとっての価値が高く、エンゲージメントを深める上で強力な差別化要因
となります。Metaは、この分野で初期の成功を収めることで、AI市場における存在感を
強化しようとしています。



今後の展望

Metaの健康関連AIへの注力は、技術開発だけでなく、倫理的AIの設計とデータプライバ
シー保護においても新たな基準を設定することを意味します。ヘルスケアデータは極め
て機密性が高いため、Metaは厳格なセキュリティ対策と透明性のあるデータ利用方針
を確立する必要があります。この戦略が成功すれば、MetaはAI市場における主要なプレ
イヤーとしての地位を確立するだけでなく、世界中の人々の健康とウェルネスに貢献す
る企業としてのブランド価値を高めることができます。将来的には、これらの健康機能
が新たな収益源となり、AI技術が社会に深く浸透する一因となることが期待されます。

元記事: https://timesofindia.indiatimes.com/technology/tech-news/metas-highest-paid-employee-

alexandr-wang-sends-health-message-to-anthropic-openai-google-and-others-with-ai-models-our-

models-will-differentiate-from-yours-with-their-/articleshow/131522161.cms

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://timesofindia.indiatimes.com/technology/tech-news/metas-highest-paid-employee-alexandr-wang-sends-health-message-to-anthropic-openai-google-and-others-with-ai-models-our-models-will-differentiate-from-yours-with-their-/articleshow/131522161.cms
https://timesofindia.indiatimes.com/technology/tech-news/metas-highest-paid-employee-alexandr-wang-sends-health-message-to-anthropic-openai-google-and-others-with-ai-models-our-models-will-differentiate-from-yours-with-their-/articleshow/131522161.cms
https://timesofindia.indiatimes.com/technology/tech-news/metas-highest-paid-employee-alexandr-wang-sends-health-message-to-anthropic-openai-google-and-others-with-ai-models-our-models-will-differentiate-from-yours-with-their-/articleshow/131522161.cms


無線通信、基盤モデルで物理層インテリジェンスからネッ
トワーク自律性へと進化：マルチモーダルデータアライン
メントとエージェント型RAGフレームワークが鍵

概要

このプレプリントは、基盤モデルが無線通信を物理層インテリジェンスからネットワ

ーク自律性へと進化させる可能性を探っています。コントラスティブ基盤モデルは、
チャネル状態情報（CSI）とのマルチモーダルデータアラインメントを通じて物理アク
ションを強化。さらに、LLMを複雑な標準文書の自動処理に活用するためのエージェ

ント型RAG（Retrieval-Augmented Generation）フレームワークが、TSpec-LLMのよう
なドメイン固有データセットに基づいて提案されています。

公開日 2026年06月05日  arXiv  国際



詳細

主要成果

最新のプレプリントが、基盤モデル（Foundation Models）が無線通信技術に与える革
新的な影響を詳細に分析し、物理層のインテリジェンスからネットワーク全体の自律性
へと進化する可能性を提示しました。特に、コントラスティブ基盤モデルは、チャネル
状態情報（CSI）とのマルチモーダルデータアラインメントを通じて物理アクションを
強化し、無線伝送の最適化に貢献します。さらに、大規模言語モデル（LLM）を複雑な
無線標準文書の自動処理に応用するための、エージェント型RAG（Retrieval-

Augmented Generation）フレームワークが、TSpec-LLMのようなドメイン固有データセ
ットに基づいて提案されています。

技術・臨床詳細

無線通信における物理層インテリジェンスは、信号処理、変調、符号化などの最適化に
AIを活用するもので、より効率的で信頼性の高い通信を実現します。コントラスティブ
基盤モデルは、視覚、聴覚、テキストなどの多様なデータモダリティを、無線環境の
CSI（チャネル状態情報）と連携させることで、AIが物理層の動的な変化に適応し、リ
アルタイムで最適な伝送戦略を決定することを可能にします。これにより、干渉の低
減、スループットの向上、消費電力の最適化が期待されます。一方、ネットワーク自律
性とは、人間の介入なしにネットワークの設計、展開、運用、最適化を行う能力を指し
ます。エージェント型RAGフレームワークは、LLMが専門的な知識ベース（例：TSpec-

LLMという無線通信標準仕様書データセット）を参照しながら、複雑なネットワーク管
理タスクを自律的に実行するための強力なメカニズムを提供します。これは、ネットワ
ークの自己設定、自己最適化、自己修復といった機能を実現する上で不可欠です。

背景・業界文脈

5Gの展開と6Gの研究開発が進む中で、無線通信システムはますます複雑化しており、
その管理と最適化は人間の能力の限界を超えつつあります。従来のルールベースのシス
テムでは、多種多様なデバイス、サービス、環境の変化に柔軟に対応することが困難で
した。基盤モデルは、その汎用的な学習能力と幅広いデータに対する適応性から、この
課題を解決する鍵として注目されています。物理層からネットワーク層、さらにはアプ
リケーション層まで、エンドツーエンドでのAI活用により、リソースの効率的な利用、
サービス品質の向上、新たな無線通信サービスの創出が期待されています。



今後の展望

基盤モデルの無線通信への応用は、まだ初期段階にありますが、その潜在力は極めて大
きいです。物理層インテリジェンスの向上は、現在の5Gネットワークの性能をさらに引
き出し、将来の6Gネットワークの基盤を築くでしょう。ネットワーク自律性の実現は、
運用コストの削減、ネットワークのレジリエンス強化、そしてサービスの迅速な展開を
可能にします。しかし、これらの技術の導入には、AIモデルの信頼性、セキュリティ、
プライバシー保護といった課題への対処も必要です。今後、研究者や業界関係者は、こ
れらの課題を克服し、基盤モデルが無線通信にもたらす変革を現実のものとするための
協力が求められます。

元記事: https://arxiv.org/html/2606.06239v1

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://arxiv.org/html/2606.06239v1


LLMのマルチターン推論に予期せぬ内部状態逸脱
「satisfiable drift」問題がDRIFT-Benchで明らかに

概要

研究者らは、80億から1200億パラメータのオープンウェイトモデルのマルチターン推
論を評価するため、816のテスト問題を含むベンチマーク「DRIFT-Bench」を開発しま
した。この研究により、マルチターン推論における主要な失敗モードが「satisfiable

drift」（モデルの内部状態が予期せず逸脱すること）であることが明らかになりまし
た。これは、対話型AIシステムの信頼性と安定性にとって重要な課題です。

公開日 2026年06月02日  AI Accelerator Institute  国際



詳細

主要成果

AI Accelerator Instituteの研究者たちは、大規模言語モデル（LLM）のマルチターン推論
能力を詳細に評価するために、816のテスト問題と3つの制約領域を持つ新しいベンチマ
ーク「DRIFT-Bench」を開発しました。この研究により、80億から1200億パラメータの
オープンウェイトモデルにおいて、マルチターン推論の主要な失敗モードが
「satisfiable drift」と呼ばれる現象であることが明らかになりました。これは、モデル
の内部状態が対話の進行中に予期せず逸脱し、最終的に誤った結果や不整合な応答を生
成する問題です。

技術・臨床詳細

DRIFT-Benchは、LLMが複雑な推論タスクを複数のターンにわたって維持できるかを検
証するために設計されました。テスト問題は、モデルが与えられた制約内で論理的な一
貫性を保ちながら、逐次的な情報を処理・更新する能力を評価します。この研究で特定
された「satisfiable drift」は、LLMが対話の初期段階では正しい情報を処理しているに
もかかわらず、その後のターンで内部的な状態表現が不正確になり、以前の情報を誤っ
て解釈したり無視したりすることで発生します。例えば、ある前提条件に基づいて推論
を開始しても、数回のやり取りの後にはその前提を忘れてしまったり、矛盾する情報を
生成したりするケースがこれに該当します。これは、LLMの堅牢性と信頼性に直接的な
影響を与える技術的な課題です。

背景・業界文脈

マルチターン推論は、対話型AI、パーソナルアシスタント、カスタマーサポートチャッ
トボット、教育ツールなど、多様なAIアプリケーションにおいて不可欠な能力です。ユ
ーザーは、AIが長い対話を通じて文脈を維持し、過去の情報に基づいて一貫性のある応
答を生成することを期待しています。しかし、「satisfiable drift」のような問題は、こ
れらのAIシステムの信頼性を損ない、ユーザーエクスペリエンスを低下させる原因とな
ります。LLMの能力が急速に向上している一方で、このような根本的な推論の課題が浮
上したことは、研究コミュニティにとって重要な警鐘であり、次世代AIモデル開発の新
たな焦点となるでしょう。



今後の展望

「satisfiable drift」問題の特定は、より堅牢で信頼性の高いマルチターン推論メカニズ
ムを開発するための重要な第一歩です。今後の研究は、モデルの内部状態の安定性を向
上させるための新しいアーキテクチャ、トレーニング手法、または強化学習アプローチ
に焦点を当てることになります。この課題が克服されれば、LLMはより複雑な長時間の
対話や、より微妙なニュアンスを理解する能力を獲得し、エンタープライズアプリケー
ションや日常生活におけるその実用性が大幅に向上するでしょう。これは、人間とAIの
インタラクションの質を飛躍的に高める可能性を秘めています。

元記事: https://www.aiacceleratorinstitute.com/is-multi-turn-reasoning-broken/

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.aiacceleratorinstitute.com/is-multi-turn-reasoning-broken/


Google AI Edge、LiteRT GPUアクセラレータでSamsung
Galaxy S24上のオンデバイスAIを19.6msの低遅延で実現

概要

Google AI Edgeは、LiteRT GPUアクセラレータの新たな進展を発表しました。これは
まだオープンソース化されていないものの、KotlinおよびC++ SDKユーザー向けにプレ
ビルド版として利用可能です。Samsung Galaxy S24デバイス上でのベンチマーク結果

では、hf_mms_300mモデルで19.6msという低遅延を実現するなど、様々なモデルで効
率的なGPUアクセラレーションとフルデリゲーションを示しています。この技術は、
オンデバイスAIの性能を大幅に向上させます。

公開日 2026年05月28日  Google AI Edge  アメリカ



詳細

主要成果

Google AI Edgeは、オンデバイスAIの性能を飛躍的に向上させる新たなLiteRT GPUアク
セラレータを発表しました。このアクセラレータは、まだオープンソース化されていな
いものの、KotlinおよびC++ SDKのユーザー向けにプレビルド版として提供されていま
す。特に注目すべきは、Samsung Galaxy S24デバイス上でのベンチマーク結果で、
hf_mms_300mモデルにおいてわずか19.6ミリ秒（ms）という極めて低い推論遅延を達
成したことです。これは、様々なAIモデルで効率的なGPUアクセラレーションとフルデ
リゲーション（GPUに処理を完全に委譲すること）が実現できることを実証していま
す。

技術・臨床詳細

LiteRT GPUアクセラレータの核心は、モバイルデバイスのGPUリソースを最大限に活用
し、AIモデルの推論を高速化する能力にあります。これにより、大規模な計算能力を必
要とするAI処理をクラウドに依存することなく、デバイス上で直接実行することが可能
になります。例えば、リアルタイムの画像認識、自然言語処理、音声アシスタント機能
などが、ネットワーク遅延の影響を受けずに瞬時に応答できるようになります。19.6ms
という低遅延は、ユーザーエクスペリエンスを大幅に向上させ、より没入型で応答性の
高いAIアプリケーションの実現を可能にします。フルデリゲーションは、モデルの計算
グラフ全体をGPUで処理できることを意味し、CPUとの間でデータを頻繁にやり取りす
るオーバーヘッドを削減し、効率を最大化します。

背景・業界文脈

近年、プライバシー保護の強化、ネットワーク接続の信頼性への依存度低減、およびリ
アルタイム処理の要求から、AIワークロードをデバイス上で実行する「オンデバイス
AI」への関心が高まっています。しかし、モバイルデバイスの限られた電力と熱設計制
約の中で、複雑なAIモデルを効率的に実行することは大きな課題でした。LiteRT GPUア
クセラレータは、これらの課題を克服するためのGoogleの重要な取り組みであり、モバ
イルAIの性能と応用の可能性を大きく広げるものです。これにより、スマートフォン、
ウェアラブルデバイス、IoTデバイスなど、様々なエッジデバイスでより高度なAI機能
が利用可能になることが期待されます。



今後の展望

LiteRT GPUアクセラレータの導入は、オンデバイスAIの新しい時代を切り開くでしょ
う。開発者は、この技術を活用して、ユーザーのプライバシーを保護しつつ、高速で応
答性の高い革新的なAIアプリケーションを構築できるようになります。例えば、ローカ
ルでのパーソナライズされた学習、オフラインでの高度な翻訳機能、より進化した拡張
現実（AR）体験などが可能になるかもしれません。Googleは、このアクセラレータが
最終的にオープンソース化されることで、より広範な開発コミュニティがその恩恵を受
け、エッジAIエコシステムのさらなる発展が促進されることを期待しています。これに
より、私たちの日常生活のあらゆる側面にAIがより深く統合される未来が加速されるで
しょう。

元記事: https://developers.google.com/edge/litert/next/gpu

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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創薬におけるAI：大規模データ解析で候補分子を迅速選
別、研究者の判断を補強し時間短縮

概要

創薬におけるAIは、候補分子の大規模データセットを高速に解析し、その効力や選択
性といった特性を評価することでプロセスを加速します。AIは科学者の判断を補強
し、手作業での選別作業を削減します。特許文書の読み込みなどの時間のかかるタス

クを圧縮する一方で、AIの役割は人間の直感を代替するのではなく、科学的キャパシ
ティを増幅させることにあります。

公開日 2026年06月04日  MedCity News  アメリカ



詳細

主要成果

創薬分野における人工知能（AI）の活用は、候補分子の大規模データセットを効率的に
解析し、その効力や選択性といった重要な特性を評価することで、プロセス全体の加速
に貢献しています。AIは、科学者の専門的な判断を強力に補強し、従来手作業で行われ
ていた時間のかかる選別作業を大幅に削減します。例えば、膨大な特許文書のレビュー
といったタスクもAIによって効率化され、研究者はより本質的な発見に集中できるよう
になります。この技術は、人間の直感を代替するものではなく、科学的キャパシティを
増幅させるツールとしての役割が強調されています。

技術・臨床詳細

AIは、生成モデル、深層学習、強化学習といった多様な手法を用いて、創薬の複数の段
階で価値を提供します。リード化合物の同定では、化学空間全体から有望な分子構造を
設計したり、既存の化合物のライブラリから特定の特性を持つものを高速にスクリーニ
ングしたりできます。また、分子のADMET（吸収、分布、代謝、排泄、毒性）特性を
予測することで、前臨床試験の失敗率を低減し、時間とコストを節約します。AIを活用
した画像解析は、細胞ベースのアッセイや病理組織学的評価を自動化し、データの定量
化と客観性を向上させます。これらの技術は、創薬パイプラインのボトルネックを解消
し、より効率的でターゲットを絞った薬剤開発を可能にします。

背景・業界文脈

従来の創薬プロセスは、長い時間、高いコスト、そして非常に低い成功率という課題を
抱えています。一つの新薬を市場に投入するまでには、平均して10年から15年、費用は
数十億ドルにも達し、成功率は10%未満とされています。AIの導入は、この非効率性を
打破し、研究開発の生産性を向上させるための重要な戦略と見なされています。特に、
データ量の爆発的な増加に伴い、人間だけでは処理しきれない複雑な情報から意味のあ
るパターンを抽出する能力がAIに期待されています。しかし、AIはあくまでツールであ
り、科学者の深い知識、直感、そして批判的思考を置き換えるものではないという理解
が重要です。



今後の展望

AIの創薬への応用は、まだ初期段階にありますが、その潜在的な影響は計り知れませ
ん。今後、AIは、疾患のメカニズムをより深く理解するための新たな仮説生成、薬剤と
生体システムの相互作用の予測精度向上、そして臨床試験の設計と管理の最適化におい
て、さらに重要な役割を果たすでしょう。将来的には、AIが創薬プロセス全体を統合
し、完全に自律的な創薬サイクルの一部を担うようになる可能性も秘めています。これ
により、より迅速に、よりコスト効率よく、より効果的な治療法を患者に届けることが
可能となり、アンメットメディカルニーズへの対応を加速させるでしょう。倫理的かつ
責任あるAIの開発と導入が、この変革を成功させる鍵となります。

元記事: https://medcitynews.com/2026/06/ai-in-drug-discovery-surveying-the-breadth-of-the-

challenges/

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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OpenAIとAnthropicがAI収益市場を席巻、Anthropicが年
間300億ドルに迫る：情報開示の非対称性が業界課題に

概要

5WPRの「AI企業コミュニケーション調査2026」によると、Anthropicの年間収益が
2026年4月に約300億ドル、OpenAIが2026年2月に250億ドルに達し、両社がAI収益市
場を支配しています。しかし、主要AI企業の約3分の1しか利用状況、収益、企業顧客

数などの具体的な数値を定期的に開示しておらず、業界における情報開示の非対称性
が課題として浮上しています。

公開日 2026年05月28日  PR Newswire  アメリカ



詳細

主要成果

5W Public Relationsが発表した「AI企業コミュニケーション調査2026」によると、
AnthropicとOpenAIの両社がAI収益市場を圧倒的に支配していることが明らかになりま
した。特筆すべきは、Anthropicが2026年4月時点で年間収益を約300億ドルにまで伸ば
し、OpenAIの2026年2月時点の年間250億ドルを上回った点です。しかし、この調査
は、主要なAI企業のうち約3分の1しか、具体的な利用状況、収益、企業顧客数などの客
観的な数値を定期的に開示していないという、業界全体にわたる情報開示の非対称性も
浮き彫りにしています。

技術・臨床詳細

Anthropicは、安全性と信頼性に重点を置いた大規模言語モデル「Claude」シリーズで
知られ、特に企業顧客からの信頼を獲得しています。一方、OpenAIは「ChatGPT」や
「GPT-4」といった幅広い汎用AIモデルで市場をリードし、多様な開発者や企業にその
技術を提供しています。両社の成功は、最先端のAIモデル開発能力、堅牢なインフラ、
そして急速な市場拡大に対応するビジネス戦略の組み合わせによるものです。しかし、
このような情報開示の不足は、投資家、パートナー企業、顧客が市場を正確に評価し、
意思決定を行う上での透明性の欠如を招き、潜在的なリスクや不確実性を増大させる要
因となっています。

背景・業界文脈

AI産業は急速な成長を遂げている新しい分野であり、伝統的な産業に比べて情報開示の
基準がまだ確立されていません。多くのAI企業は、競争優位性を維持するために、技術
的な詳細やビジネスの成果を秘匿する傾向があります。しかし、AnthropicとOpenAIの
ように数百億ドル規模の収益を上げ、業界の方向性を決定づけるような存在が、そのビ
ジネスパフォーマンスの核心部分を十分に開示しないことは、市場の健全な発展を阻害
する可能性があります。この情報開示の非対称性は、AI業界における規制の必要性や、
より厳格なガバナンスへの要求を高める要因ともなり得ます。



今後の展望

AnthropicとOpenAIの収益の急速な拡大は、AI技術が経済に与える影響の大きさを明確
に示しています。今後、AI市場がさらに成熟するにつれて、企業に対する情報開示の透
明性への圧力は増していくでしょう。投資家は、より明確な財務データや運用指標を求
め、規制当局は市場の公正性と安定性を確保するための新しいルールを検討する可能性
があります。AI企業は、イノベーションを継続しながらも、社会からの信頼を築くため
に、より責任ある情報開示の慣行を採用していくことが求められます。これにより、AI

業界全体の持続可能な成長と、技術の社会へのより良い統合が実現されるでしょう。

元記事: https://www.prnewswire.com/news-releases/openai-and-anthropic-dominate-ai-revenue--and-

communicate-very-differently-302776605.html

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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主要生成AI基盤モデルの進化：Google Gemini 3.5
Flash、Gemini 3.1 Pro、Anthropic Claude Opus 4.8が登
場

概要

2026年半ば時点の生成AI基盤モデルの現状として、Google DeepMindのGemini 3.5

FlashおよびGemini 3.1 Proが、GPT-5クラスのモデルと競合するマルチモーダル性能を
示しています。また、AnthropicのClaude Opus 4.8およびClaude 4シリーズは、安全性
に重点を置いたモデルとして注目されています。これらの基盤モデルは、幅広いデー

タセットで事前学習され、多岐にわたるタスクへの適応性を持ちます。

公開日 2026年06月01日  Amquest Education  インド



詳細

主要成果

2026年半ば現在、生成AI分野における主要な基盤モデルがさらなる進化を遂げ、その性
能と応用範囲を拡大しています。Google DeepMindは、Gemini 3.5 FlashとGemini 3.1
Proという最新モデルをリリースし、これらがGPT-5クラスのモデルと十分に競合しうる
ネイティブなマルチモーダル能力を備えていることを示しました。一方、Anthropicは
Claude Opus 4.8およびClaude 4シリーズを通じて、特にAIの安全性と倫理的な側面に重
点を置いたモデルとして、市場で強い存在感を放っています。これらのモデルは、広範
なデータセットで事前学習され、多様なタスクに適用できる汎用性を持っています。

技術・臨床詳細

基盤モデルとは、大量の多様なデータで事前に学習された大規模AIモデルであり、微調
整によって多くの下流タスクに適応可能です。GoogleのGemini 3.5 FlashとGemini 3.1
Proは、テキスト、画像、音声、動画など複数のモダリティの情報を同時に理解し、生
成する能力に優れています。これにより、より複雑で人間らしいインタラクションやコ
ンテンツ生成が可能になります。AnthropicのClaude Opus 4.8は、その高い安全性基準
と、有害な出力を抑制するための堅牢なメカニズムで評価されています。これは、AIの
社会実装において倫理的な配慮が不可欠となる中で、特に企業や政府機関からの需要が
高まっています。これらのモデルは、内部アーキテクチャの改善、学習データセットの
拡充、および学習アルゴリズムの最適化を通じて、推論能力、事実性、効率性を継続的
に向上させています。

背景・業界文脈

生成AI市場は急速に成長しており、Google、OpenAI、Anthropicなどの大手企業が技術
革新を牽引しています。これらの企業は、より高性能で、より汎用性の高い基盤モデル
を開発することで、新たなアプリケーションやビジネスモデルを創出しようと競争して
います。マルチモーダル機能の強化は、AIが現実世界をより豊かに理解し、人間のよう
な推論を行うための重要なステップです。また、AIの倫理と安全性への注目が高まる
中、Anthropicのような「安全優先」のアプローチは、AI技術が社会に責任ある形で統
合されるための重要な方向性を示しています。これらのモデルは、コンテンツ作成、ソ
フトウェア開発、データ分析、顧客サービスなど、幅広い産業で変革をもたらす可能性
を秘めています。



今後の展望

GeminiやClaudeシリーズのような最新の基盤モデルの登場は、生成AIの能力の限界を押
し広げ、新たなイノベーションの機会を創出します。マルチモーダルAIは、より複雑な
問題解決や、人間とAIのより自然なインタラクションを可能にし、バーチャルアシスタ
ント、教育、ヘルスケア、エンターテイメントなど、多くの分野で大きな影響を与える
でしょう。安全なAI開発への継続的な注力は、技術が広く社会に受け入れられるための
基盤を築きます。今後、これらの基盤モデルはさらに進化し、より専門的でカスタマイ
ズされたAIソリューションの基盤として、ビジネスや研究の現場で不可欠な存在となる
ことが期待されます。

元記事: https://amquesteducation.com/blog/foundation-models-in-generative-ai/

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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ASCO 2026でTempus AIとRoswell ParkがAIを用いたがん
研究の進展を発表：膵臓がんHRDアルゴリズムや転移性
RCC予後予測など

概要

ASCO 2026年次総会において、Tempus AIとRoswell Park総合がんセンターの研究者ら

が、AIを活用した複数のがん研究の進展を発表しました。発表内容は、膵臓がんにお
けるAI駆動型RNAベースの相同組換え欠損（HRD）アルゴリズム、新規HLA遺伝子型
決定アルゴリズム、転移性淡明細胞型腎細胞がん（RCC）におけるAIを用いた予後リ

スク層別化の特定など多岐にわたります。

公開日 2026年05月29日  Tempus 他  アメリカ



詳細

主要成果

2026年のASCO（米国臨床腫瘍学会）年次総会において、Tempus AIおよびRoswell Park

総合がんセンターの研究者らは、人工知能（AI）を活用した複数のがん研究における顕
著な進展を発表しました。これらの発表は、がんの診断、予後予測、治療選択の最適化
に向けたAIの可能性を広く示しています。主要な研究には、膵臓がんの治療選択に影響
を与えるAI駆動型RNAベースの相同組換え欠損（HRD）アルゴリズム、新規のHLA遺伝
子型決定アルゴリズム、そして転移性淡明細胞型腎細胞がん（RCC）患者の予後リスク
層別化にAIを用いる手法の特定などが含まれます。

技術・臨床詳細

膵臓がんにおけるAI駆動型RNAベースHRDアルゴリズム: このアルゴリズムは、RNA

発現データとAIを組み合わせることで、膵臓がん患者の相同組換え欠損
（Homologous Recombination Deficiency, HRD）の状態を高精度に予測します。HRD

は特定の治療法、特にPARP阻害剤への感受性を示すバイオマーカーとして重要であ
り、これにより膵臓がんの個別化治療戦略の最適化に貢献します。

新規HLA遺伝子型決定アルゴリズム: ヒト白血球型抗原（HLA）の遺伝子型決定は、
がん免疫療法や移植医療において不可欠です。AIを活用したこの新しいアルゴリズム
は、複雑なゲノムデータからHLA遺伝子型をより迅速かつ正確に特定することを可能
にし、患者に最適な免疫療法やドナー選択の精度を高めます。

転移性淡明細胞型腎細胞がん（RCC）におけるAIを用いた予後リスク層別化: この研
究では、AIが転移性RCC患者の予後に関するリスクを層別化するために用いられまし
た。AIは、CTDNA（循環腫瘍DNA）の定量的負担と縦断的動態のAI拡張解析を通じ
て、患者の疾患進行リスクを早期に識別し、より効果的な治療介入を可能にすること
で、患者の生存期間と生活の質の向上に寄与します。



背景・業界文脈

がん医療は、個別化医療の進展と複雑化するデータ解析の必要性から、AI技術の導入が
加速しています。ASCO年次総会は、がん研究における最新のブレークスルーが発表さ
れる世界最大級の学会であり、そこでTempus AIやRoswell Parkのような研究機関がAIの
臨床応用を積極的に推進していることは、業界全体のAIへの期待と方向性を示していま
す。AIは、診断の精度向上、治療効果予測、新たな治療法の開発加速において、人間に
は不可能な規模と速度でのデータ解析能力を提供します。

今後の展望

これらのAIを用いた研究成果は、がん患者に対する診断と治療のあり方を根本的に変革
する可能性を秘めています。特に、個別化治療の精度向上、治療選択の最適化、そして
予後予測の正確化は、患者のQOL向上と生存期間延長に直結します。今後、これらのア
ルゴリズムや手法はさらなる臨床検証を経て、日常的な臨床プラクティスへと統合され
ていくことが期待されます。これにより、がん医療におけるAIの役割はさらに拡大し、
より多くの患者にその恩恵がもたらされる未来が予測されます。

元記事: https://www.tempus.com/events/conference/asco-2026/

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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